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自己紹介
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1996年、ドコモに入社。
2020年までの24年間、研究開発に従事

• 研究所：
 マルチメディア信号処理、端末セキュリティ

• 移動機開発部：
端末のアプリや基盤ソフト（DRM、生体認証、MDM、など）

• DOCOMO Innovations（米国R&D拠点）：
 オープンイノベーション

• NTT DOCOMO Ventures：
 スタートアップ投資

2020年7月より現職
• デジタルマーケティングの高度化と全社的な活用に従事

株式会社NTTドコモ
マーケティングプラットフォーム推進部長

鈴木 敬



©2021 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

本日お話すること
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１．NTTドコモについて

２．データガバナンスの取り組み

３．今後の課題とチャレンジ



NTTドコモについて１
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回 線 契 約 者
dポイントクラブ会員

送 客 決 済

顧客基盤

サービス
（パートナー）

サービス
（ドコモ）

ドコモのマーケティング戦略
すべての「dポイントクラブ会員」に更なる価値を提供
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ドコモのデータの特長と強み
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8,000万会員 × 30,000項目＋α

DMP

位置情報

d払い・dカード決済

リアルチャネル顧客接点

dポイント利用履歴

デジタルチャネル顧客接点

アンケート

サービス利用履歴

デモグラ情報

d払い・dカード決済

購買履歴

リアル
行動

ネット
行動

会員
属性

DMP: Data Management Platform

契約状態 料金請求・支払
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デジタルマーケティング事例①
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お客さまの趣味嗜好に合わせた
サービス・コンテンツ訴求

アプローチデータ連携・分析

お客さまの
趣味嗜好を分類

アプリログ、WEBログ、
アンケート等

 幅広いサービスと連携

 コンテンツレベルで
訴求内容を出し分け

ターゲット特定

関連する趣味趣向スコアが
高い会員を抽出

 多様な手段dブック3日読み放題！
趣味嗜好カテゴリ
：青年マンガ・アクション

お笑い 自転車 ニュース
スポーツ グルメ ゲーム
動画 雑誌 ・・・

DMP

※少年画報社無料特集
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デジタルマーケティング事例②
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戦略的パートナーとのID連携による
会員基盤の最大化

協業による
シナジー効果

パートナー様
マツキヨ様
ローソン様
リクルート様
メルカリ様
など

新規ビジネス/
事業開発

新サービスの
展開

データ連携／
プラットフォーム活用
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一方で、社会の情勢は
お客さまの感じる懸念や疑問に対して適切な対応が必要
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データガバナンスの取り組み
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２
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•行動原則

•プライバシーポリシー

•お客様とのコミュニケーション

•データ管理の仕組み

•社内制度と取り組み体制
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パーソナルデータ憲章
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お客さまのパーソナルデータを適切に取り扱うための
意思決定基準として、6つの行動原則を定める
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パーソナルデータ憲章制定に向けての課題

13

お客さまの信頼にこたえ続けるため、
「個人のプライバシーへの配慮」も重要な使命

法令に違反しなければ、
何でもアリ

信頼の失墜

＜めざす姿：社会と調和のとれた”データ利活用”の実現＞
法令順守

信頼の維持

お客さまの信頼を裏切
るような活用を自制プライバシーへの配慮

①プライバシーへの適切な配慮を「社内の共通認識」とするとともに、
②その実効性を担保する「社内運用の仕組み」が必要ではないか

データ利活用が本格化する前に
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パーソナルデータ憲章制定・公表プロセス
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本格検討

2019年度

初期検討

2018年度2016年度 2017年度

制定 公表方向性承認

運用／社内啓発

データ利活用によるドコモのビジョンの実現に向けて、リスクを正しく認識し、
「ドコモらしい」データ利活用のあり方を議論する場

ドコモのデータ利活用の方針が法制度の理念や目的、社会一般の感覚に照
らして、適切なものであるかを確認し、ご示唆をいただく場

幹部WS
（全3回）

有識者会議
（全3回）

連携

森 亮二（英知法律事務所弁護士）【座長】 宍戸 常寿（東京大学大学院法学政治学研究科教授）
徳力 基彦（アジャイルメディア・ネットワーク取締役CMO）沢田 登志子（一般社団法人ECネットワーク理事）
石井 夏生利（筑波大学大学院図書館情報メディア研究科准教授）
坂下 哲也（日本情報経済社会推進協会常務理事・電子情報利活用研究部部長 ） ※所属等は当時のもの

「ドコモらしいデータ利活用」はどうあるべきかを
経営幹部で議論し、トップメッセージとして発信
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パーソナルデータ憲章 －有識者会議－
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憲章の制定時の有識者コメント
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プライバシーポリシーの再編
事業別に分かれていたプライバシーポリシーを

お客さまにとってわかりやすく一本化

16
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プライバシーポリシーの再編 －利用目的の明確化－
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お客さまの”関心”に着目して、利用目的を明確化
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お客様の安心のための取り組み①
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従来型の一方的コミュニケーション（例） めざすべき双方向コミュニケーション（例）

利用規約

同意

多くの人は読まない
／読めない条文

スクロール

クリック！

Web・アプリ等での双方向のUI

第三者提供の同意
○○情報を△△社に提供します
□□情報を◇◇社に提供します

何について同意したのか手に取るように
把握でき、拒否・不同意も選択できる

体験いただきたいシーンの動画配信

いいね！

シェア！

便利、お得、楽しい体験をイメージでき、
他の人とも共有できる

AIやチャットボットによる応対
私の位置情報を利用されたくないです

こちらでお手続きいただけますよ！

それによって何か私に不利益はあるの？

わからないことや不安なことを聞けば、
いつでもすぐに答えてくれる

適切なタイミングでの ”気付き”

マニ車（チベットの仏具）
内部に経文を納め、
1回転させるとお経を
1回唱えるのと同じ
功徳があるとされる

今オススメした情報には、あなた
の位置情報による行動パターン
の分析結果を役立てています。
理解した もっと知りたい

タイムリーに “気付き” を得られ、
その時の感じ方もフィードバックできる

従来型の規約ベースの一方的コミュニケーションから
わかりやすいUI/UXを駆使した双方向コミュニケーションへ
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知ってナットク！ドコモのパーソナルデータ活用－透明性の向上－
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パーソナルデータの取扱いを丁寧にご説明
 パーソナルデータって何だろう？
 パーソナルデータは何のために

使っているの？
 マンガでナットク！

暮らしに役立つパーソナルデータ
 パーソナルデータをどのように

使っているの？
 安全に管理しているの？
 プライバシー対策はどうなって

いるの？
 ナットク！位置情報のトリセツ

お客さまの関心や社会情勢
に応じて継続的に改善
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パーソナルデータダッシュボード －選択手段の充実－
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同意内容を一覧で可視化し、一定の選択も可能に

 お客さまの同意事項一覧
 位置情報利用の管理
 パーソナルデータの

第三者提供の管理
 お知らせ配信の設定
 dアカウント連携設定

お客さまの関心や社会情勢
に応じて継続的に改善
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適正にパーソナルデータを活用する仕組み
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お客さま × データ項目ごとに、
どのような範囲で取扱うことができるのかを制御

活用される
パーソナルデータ

一人ひとり異なる
同意事項や
利用目的

同意管理の仕組み

ユーザの
同意状態を管理

パーソナルデータの
取扱い範囲を制御
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パーソナルデータダッシュボード －仕組み（概要図）－
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社内PIA制度の導入 －プライバシー保護の体制整備ー
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法令順守”＋α”の取り組みとして、
プライバシー影響を評価

※PIA・・・Privacy Impact Assessment

主な構成メンバー
• サービス部門
• 法務部門
• 情報セキュリティ部門
• データ分析・活用部門
• 広報部門
• ＣＳ部門
• 経営企画部門
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デジタルマーケティング推進部
（現マーケティングプラットフォーム推進部）

会員基盤検討 データ活用支援

どんなチームで推進してきたか

24

データ活用を軸に横断組織にて検討

dポイントクラブ

データガバナンス
システム検討

全社データ分析支援

全社データ可視化析支援

パートナー連携支援

情報セキュリティ 法務

連携

ビジネス部門

ビジネス部門

ビジネス部門

ビジネス部門

分
析
依
頼

•データの保有状況
•データの利活用ニーズ を把握

•会員制度を掌握
•システム全般を把握

検討チーム
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検討

道のり

運用パーソナルデータ
憲章

プライバシー
ポリシーの再編 検討 周知 運用

2018/5

制定

2017/11

パーソナルデータ
ダッシュボード

知ってナットク！
ドコモの
パーソナルデータ活用

開発 運用

開発 運用

改修

約2年の時間をかけて実現。現在も継続進行中
2019/8 2019/12

制定

メール DM

改修

公表

現在

提供

提供



今後の課題とチャレンジ
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３



©2021 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

正解のない取り組み

27

お客さまの声をお聞きし、
社会情勢変化に機敏に対応し、

他社様の事例も大いに参考にさせていただきながら
PDCAを回していくことが必要
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これからのチャレンジ
お客さまとのさらなるコミュニケーションの充実

～お客さまが驚かないように“今”を共有～

パーソナルデータ
ダッシュボード

知ってナットク！
ドコモのパーソナ
ルデータ活用

お客さま

改善 改善
有識者/
他社様

との協調連携

競争領域ではなく
協調領域として連
携をはかる

チャレンジ

パーソナルデータ
活用

ガイドブック

改善

意識調査

チャレンジ

お客さまの感じかた
を定期的に把握し
改善に活かす

28
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